
                                       

 

     

 

 

 今年度の学校医検診がすべて終了し、何らかの疾病・異常の疑いがあった人には

「結果のお知らせ」を配付しました（歯科検診の結果は、異常なしの人も含めて全員

に配っています）。受診が必要な人（むし歯あり・視力B以下等）は、おうちの方と相談

の上、早めに病院で診てもらってくださいね。 

 また、今は受診が必要とまではないものの、このままだと自分の頑張りだけでは治せ

なくなる可能性のあるものもあります。例えば、「歯肉炎（歯ぐきの腫れ・炎症）」です。

歯や歯ぐきの病気を防ぐには、原因となる歯垢や歯石について正しく知り、正しい歯み

がきの習慣をつくることが何よりも大切です。まずは知ることから始めましょう。 

 

 

 

【歯垢
し こ う

】・・・・・歯の表面にくっついた細菌のかたまり（歯垢１ｍｇに１億

個以上の細菌が存在）。うがいだけでは取り除くことができないため、

毎食後の歯みがきが大事。ただし、「歯と歯の間」など歯ブラシの届

かない部分の歯垢は残りやすいため、糸ようじなどが１～２日に１

回は必要。比較的時間のとれる、夜の歯みがきにするといいでしょう。 

 

【歯石
し せ き

】・・・・・歯みがきをさぼったりして取り除けなかった歯垢は、数日

経つと石のように硬い歯石となる。こうなるともう歯みがきでは取

り除けないため、歯科医で取ってもらう必要がある。歯石になる前に、

毎日の歯みがきで歯垢をしっかり落とそう。 

 

 

とは・・・ 

 

 歯と歯ぐきの境目にたまった 

歯垢や歯石から、細菌が歯ぐきに炎症を起こし、 

歯を支える歯ぐきや骨が破壊されていく病気。 

初期には自覚症状がなく、ゆっくりと進行して 

いくため、痛みを感じたときにはすでに重症で 

歯が抜ける直前ということも。昔は大人の病気と 

思われていましたが、初期段階の歯肉炎は１０代でも増えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

令和４年６月 

 

えびの市立真幸中学校 

保健室 

 

今、異常があってもな

くても、半年に１回は

歯科医へ行き、定期

的にプロケアをして

もらおう！ 


